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特集 博物館職員現職研修
( ミ ュー ジアム・マネー ジメン ト研修)

博物館職員現職研修(ミュージアム・マネージメント研修)は、全国科明鞠館協議会(川村恒明 理事長)及び国立科学

博物館の主催により、東京大学教育学部の協力を得て平成 5 年11月 30 日(火) - 12月 1 日(木)の 3 日間、 延べ24時間、国

立科制導物館を主会場として、途中、東京文化会館や東京大学教育学部に移動しながら、全国の科学系博物館等に勤務する館

長、副館長、課長等の管理部門職員46名の参加で実施きれた。

以下この事業の概略について紹介する。

。博物館職員現職研修( ミ ュ ージアム・マネージメ ント研修)の趣旨

我が国は現店、追い付き方近代化の終罵、近代文明の終

罵、戦後の終駕という歴史的に未曾有の転換に直面してい

る。国民意識は物質的豊かきから文化的、精神的豊かきへ、

ライフサイクルは「一生同じ会社で働き続ける」単線型か

ら「人生途中で、多様な選択をする」宇都宝型へ急速に移行し

ており、教育システムも料交教育体系から生涯学習体系へ

変革することがヰ士会的に強く要請されている。

こういった変革のH折℃において博秒J館に対する期待やそ

の果たすべき役割は一層増大し、これまでの博物館の在り

方を抜本的に見直し、新しい時代に対応できる大胆なマネ

ージメン ト 能力が必要不可欠になってきている。にもかか

わらず、我が国の博物館はこれまで、管理運営や経営につ

いておろそかにしてきた4頃向がある。

すでに、 欧米では、法律、仕営、心理学、マーケテイン

グ、マスコミュニケーションなど多岐にわたる内容を組み

入れた「ミュージアム ・ マネージメント」が大学の講座あ

り、実践的研究や人材育成を積極的に展開している。

今回の研修は、このような社会的要請に対応しつつ、博

物館の現状を幅広い観点から理解することに重点をおいて、

マネージメン 卜 能力の向上をめざすために 日本ではじめて

実施きれたものである。

。募集対象、 定員、 参加状況

当初は、科学系博物館に勤務する館長、副館長、課長等
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の管理部門職員に 4 0 名という定員であったが、日本全国

から多数の受講申込者があったので、受講者の決定にあた

っては、できるだけ定員枠の拡大をはかり、厳正な選考を

おこなった。その結果、全国 2 0 の都道府県から 4 0 館(園)

及び教育委員会 ・ 4 6 名の受講があった。

参加者の内訳は下表のとおりである。

高念 メ日〉、 自然史系 理工学系 その他 メロ合、三ロt

公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立

館長、副館長 4 8 23人

部長、課長等 2 4 2 2 10人

係長等 2 2 l 7 13人

一参加者内訳一

。プログラム全体について

今回のプログラムは、博物館の専門家はもちろんのこと、

高等教育機関や民間企業などから多彩な講師を迎え、多様

な視点から博物館の栓営理念を明示し、博物館栓営の現ポ

を理解するとともに、新日本フィルハーモニーの特別演奏

会を鑑賞する機会を提供したり、懇親会を実施するなど、

生涯学習時代に期待されるミュージアム ・ マネージメン ト

能力を、総合的にひろい観点から育成するという趣旨で企

画、 実施された。

プログラムの概略は次表のとおりである。
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主要研究事項 主な 内容 研修方法

博物館特論 自然科学の発展と啓蒙 講 演

博物館基礎理論 1 生涯学習社会の展望 講 義

2 科学教育の課題と博物館 講 義

博物館経営概論 1 ミュージアム・マネジメントの意義 講 義

2 海外における博物館経営の現状 講義と質疑応答

博物館経営管理論 博物館の組織と職員構成 講 義

博物館経営実践論 1 博物館とボランティア 講義と質疑応答

2 博物館の施設設備・資金 講義と質疑応答

3 生涯学習時代における博物館事業の企画 ・ 運営 ノマネ jレ ・ ディスカッション

4 展示の企画と実施 事例発表と研究協議(分科会)
ーー-曲曲ー ーーー ーー ・・・・・ ー ー・・・--ー ーーーー ーーー『・"・早朝『 ーーーーー " ・ー ー ー ーー ーー ー ーーーーーーーーーー ーーー --ー ーーーーーーーーー -- ・・・・・喧』 ーーーーーー・ーー曲』ー ー ーーーー ー ー

5 博物館情報ネ ッ トワークシステム論 [選択研修]

6 博物館地域社会論 講義 ・ 視察・研究協議

特 ~Jj 鑑 賞 交響楽固定期演奏会の夕べ(会場:東京文化会館)

ープログラム概略一

。内容

O理事長挨拶

全国科学博物館協議会理事長 川村恒明(国立科朝専物

館長)氏から、生涯学習社会への移行に伴う博物館の役割

の増大に伴う全国科学博秒J館協議会の旭織改革の必要性お

よび、マネージメント研修の意義が手国商きれた。

特に音楽鑑賞を正規のフ。ログラムにくみいれたことに関

して、知性と酸性とひらめきを相手にしている点において

は美術活官も博牧雄官も同業種であるという視点にたつことの

必要性が明らかにされた。

また、 問題提起として、現在、長期の大改修工事に入っ

ている国立科朝専伽官のかかえる問題点や21世紀の国立科

学博物館のもつべき理念などが具体的にあげられた。
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0博物館特論「自然科学の発展と啓蒙」

理化学研究所所長 有馬朗人

はじめに、今日の博物館が果たすべき役割として、①自

然を観察する喜びやものごとを発見する感動を提供するこ

と、②生涯学習として菊f鮮な情報を提供することにより豊

かな人格形成に貢献することが強〈求められていること

か指摘された。

オ ッ クスフォード、ケンブリ ッジ、ハーバード大学等を

参考に諸外国で、は大学に博物館か設置され、それらが重要

な役割を果たしていること、またスミソニアンミュージア

ムのひとつのブランチにおいても国立科朝専牧顧と比較し

て職員数が 2 倍以上、植物園等は 3 0 倍以上になることな

どの具体的データを基本に諸外国と比較して、日本では博

物館か軽視きれていることが実証された。 そしてその原因

と して明治以降のキャッチアップ近代化で実学や応用科学

が重視され、基礎科学が今日まで軽視されてきたことが明

らかにきれた。

今後、我が国がった化国家として基礎科学の面で創造性を

発揮するためには、動物、植物を含めた分類学にも本格的

に取り組むべきであり、博物館もその重要な儲リを果たし

ていくことが強く期待されている。 そのための最重要課題

は人の充実である。 ひとつの提案としてハーノ〈ー 卜 大学等

で実践されている学芸員の教育システムを導入してゆく必

要があることが指摘された。
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0博物館基礎理論「生涯学習社会の展望」

東京大学教授 天野郁夫

ライフサイクルの転換に伴って、仕事の世界と教育の世

界を往来する リ カレント教育や生涯学習の時代が到来した

が、その背景には朝交教育や単線型教育社会に対するアン

チテーゼがあったことを理論的に分析した。

ところれ文部省によって生涯学習が提唱され、行政レ

ベルの展開か行われるょっになって、生涯学習は社会教育

になりその革新的理念は喪失させられてしまったことが具

体的に指摘された。

生涯学習のアンチテーゼである学校教育は、 ①文字革命

と学校教育の誕生、②印刷文化の進展と判交教育の大衆化、

③産業革命以降の判交教育のシステム化及び肥大化という

ように文字文化とともに誕生し進展してきた。

そして現在情報革命の進展による図像文化の大革命、コ

ンビュータの出現による情報の個別化は、文字文化に革命

的転換をもたらしている。そういう意味カか冶らもそれを基盤

としてきた学判ヰ交教育は危機に直面しておりk、 もう一度原原d点

にカかミえつて生涯学習の理念を明確にすることの重要性カ

認きれた。

0博物館基礎理論「科学教育の課題と博物館」

宇都宮大学教授 奥井智久

21世紀に向けて、学校教育を学校だけで考えるのではな

く、子どもの良さをのばしていくという視点から家庭教育

も社会教育も一体となって考えていかねばならないという

観点から博物館が来たすべき役割について考察きれた。

第 1 に、社会教育機関としての博物館が検討すべきこと

として、①フ。ロセスを重視した体験学習を導入することの

必要性、 ②自分で企画・ 立案し 自分で実施するフ。ロ グラム
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の導入が指摘された。

第 2 に、学校週 5 日制度の導入に伴って博物館が果たす

べき役割は重要性を増大しており、それに対しては利用者

のニーズにあわせつつも個性的プランニングを展開するこ

とで博槻官の個性をアピールすること、博物館は学校教育

で異端となった子どもに独創性、創造性のきっかけを与え

るべきことがあげられた。

第 3 に、これからの科学教育の課題は自然や科学につい

て一方的に知識を伝達することに偏るのではなく、自然や

科学の楽しき、面白きを発見することのできる教育が大切

であることなどが具体的に明示された。

以上の観点から、これからの展示・説明のあり方等につ

いて①入館者に魅力を感じきせるような内容、②基本的考

え方、ス ト ー リ ー性をもっ展示、③入館者にわかりやすい

説明と表示、④静的展示から動的展示、応答型から活動型

への転換、⑤展示ローテーションの贈庁、⑥友の会 ・ リピ

ーターへの働きかけが重要になることが指摘された。

0博物館経営概論「 ミ ュージアム・マネージメントの意義」

茨城県教育庁参与 中川 志郎

我が国の博物館では、これまで個別の管理についての取

り組みはなされてきたが、幅ひろい*J=:営という側面からの

取り組みが不足していたことが、博物館白書のデータなど

から説明された。

ミュージアム ・マネージメントの具体的取り組みとして、

q涛庁しいメディアとして重要な役割を果たすミュージアム

ク、、ッズ、②第 2 、第 3 の学芸員として管理部門職員、売店

の売り子等との情報の共有とサービスの供給など、諸外国

の実例が溜介された。

博物館の目標としては学術、教育、文化があげられてい
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るが、博物J館が今後社会のニーズに対応していくためには

文化的側面にEnjoymentの配慮を加えた取り組みが必要で、

ある。 学術を重視する博物館が32%を占めるにもかかわら

ず、生涯学習を重視するのは2%にすぎない。

そして、博物館の現状を意識改革してゆく必要性がイコ

ムの倫理規正呈などから示き才し新しいミュージアム ・ マネ

ージメントの枠組みとして①強いリーダーシップの重要性、

信凍境問題への配慮、③博物館相互のネ ッ トワークの充実

などが具併三的にあげられた。

0博物館経営概論「海外における博物館経営の現状」

里見親幸

シカゴの「シカコ、科制導物館」、シアトル科学館といわれ

ている「太平i朝専物館」、フィラデノレフィアの「自糊ヰ学博

物館」、シカゴの「フィールド自然史博物館」、ニューヨーク

の「自然史博物館」のアメリカの代表的な 5 つの博物館に

ついての詳細なデータから「博物館の運営においてどのよ

うな自助努力をしているか」という問題意識にたって、収

支の構成、博物館のマーケッ テイング、博物館の言刊面とい

った視点から考察が行われ、今低桂営管理のうえで我が国

の博物館が参考とすべきことがいくつか指摘された。

特に、博物館のマーケ ッ テイングとして検討すべき項目

としては、①博物館のマーケ ッ テイングツーム②博物館

マーケッテイングの目的、③フ。ログクツ、プレイス、プロ

モーション、パクシメント、プライスなどのマーケッテイ

ング 5P、④フ。ロダクトを市場全体に売る妨げになってい

る要因のチェ ッ ク、⑤ターゲ、ッ 卜とするグノレーフ。の構成が

あげられた。

0博物館経営管理論「博物館の組織と職員構成」

京者|背面女子大学長 千地 万造

最初に博物館の設置目的として、①歴史を共有し、これ

からの生き方を考えること、信次化財を共有し楽しむこと、

③地域の文化を活性化すること、④自然とともに生きるた

めに人権・平和を訴えること、⑮ヰ学と技術を生活にいか

すこと、制ヰ学を楽しみ、未来への愛を支えること、⑦生

命と自然の大切さを訴えることがあげられた。

それを達成するため、博牧蛸は常設展や企画展、閲覧、

調査、研究、資料の収集、保管、情報の提供を行わなけれ

ばならないことが指摘された。
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そして博物館の活動の中心となるのは研究活動であり、

資料であるが、それは地域教育活動を取り込んだもので1か

っ市民のニーズに対応したものである。 そのことが大阪市

立自然史博物館の事例をまじえながら具体的に解説きれ、

調査や研究、資料の収集はあくまでも市民に対するサービ

スの基礎づくりであることを学芸員も管哩者も認識しなけ

ればならないことが明らかにされた。

最後に今後の博場J館の組織と職員構成について①サービ

ス分野別職員構成の導入、②担当事業別にグノレープを編成

する委員会制度、プロジェクト制度の導入、@浮芸員の処

遇として主任制の導入、住激育的町董にたってボランティ

アを採用すること、などがあげられた。

0博物館経営実践論「博物館の施設設備・資金」

江ノ島水族館長 堀由紀子

江ノ島水族館の40年間の試借醸の経営史、特に博物館

の設備、資金の展開に焦点をあてた報告が行われた。

任湖設期における特許事業方式(民間活力の導入)の成

功、②レジャーの多様化、大型化による水族館衰退期にお

ける組織改革と経営の合理化、⑨罵境に左右きれない栓営

への体質改善とリストラ (目標管理方式やC 1 の導入)な

ど、これまで「自主、自立の精神、独立不遜の精神」をも

って運営に臨んで、きた江ノ島水族館の成功と失敗の施策の

紹介料子われ、今日の博物館が学ぶべき教訓|が示された。

また、動庄の大型水族館の大量動員の傾向とメンテナンス、

水族館の社会的役割である自然保護と施設のあり方等今日

の1字物館がかかえる課題が明示された。

0博物館実践論「博物館とボランティア」

国立科学博物館次長 沖吉和祐

生涯学習が注目された背景として、社会の成算制じ、社会

の高度化、評価の多元化など経済社会か転換に直面してい

ることを具体的に指摘しつつ、「学ぶ姿にひかれますI会い

たいのは新しい自分」、「偏差値君よさようなら」というキャ

ッチフレーズがあげられ、これからの生涯学習推進の課題

としてあげられるのは①生涯学習のターゲット、②現代的

課題への対応、③ボランティア活動の推進であることが示

きれた。

特に生涯学習から生涯楽習という時代の転換によりボラ

ンティアの重要性か増大している中で、国立科朝専物館で
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行われている教育ボランティア制度についてその意義と実

践上の課題か指摘された。

0博物館実践論「生涯学習時代における博物館事業の企画・運営」

斎藤報恩会自然史博物館専務理事 斎藤温湖日

東京大学助教授 鈴木真理

名古屋市科学館学芸課長 三輪 克

国立科制導物館教育部長 大堀 哲

「生涯学習社会における博物館事業の企画と運営はどう

あるべきか」という視点から、自然史、理工、研究者のそ

れぞれの立場から創造的な討議が行われた。

検討されたのは、①学芸員の不足数を補うための展示解

説のメディアを駆使した工夫、②博物館全体の中で教育事

業の位置づけの問題及び教育の概念についての問題提起、

創土会への変イ七と参加者のターゲ、ッ 卜 の務主について、④

博物館相互の連携及ぴ異種施設との連携のためのカ リ キュ

ラムの開発、信洋芸員、職員及びボランティア養成の問題、

⑥従来の枠組みにとらわれない先導的事業の開発、⑦博物

館の理解者、 リピーターを増やすための施策等についてで、

あった。

0博物館経営実践論「理工系博物問における展示の企画と実施」

科学技術了館サイエンスメテV ア開発部長 山目 指恵氏

から基調報告が行われた。

はじめに、理工系博物館の展示の特徴として①原理、法

則、現象を伝えること、⑫嘗造、機能を伝えること、③プ

ロセス、システムをとりあげること、⑩重類、物性を伝え

ること、⑤トピック展示、⑥歴史、未来を一つの時間軸で

とらえることを列挙し、それらの展示の内容、紹介の方法

がバラエティーに富んで、いること 、 また展示の手法として

視覚、聴覚、触覚、嘆覚などを駆使した参加型が多いこと

などが守旨摘された。

科学技羽ìJ館の展示のリニューアルの具体的フ。ロセスにつ

いて解説後、展示が入館者にどれだけ有効lこ利用されてい

るかということを念頭において、小中学生に対象を限定し

た真岡市科学センターにおける基本構想から完成に至るま

での試行錯誤についての報告が行われた。

そして、それを題材に、①展示更新と予算の制約につい

て、②参加体験型展示のかかえる問題点、⑧Enjoymentか

らAmuseumへの転換などについての討議が展開された。

5 

C博物館経営実践論「自然史系博物館における展示の企画と実施」

北九州自然史博物館長太田 正道氏から基調報告カ汚子

われた。

はじめにプレゼンテーションをわかりやすく説明した秋

吉台科学博物館の展示テーマと展示構成について紹介があ

り、展示目的、自然史系博物館の展示の在り方などが定義

きれ、その観点から自館の企画展示の展示計画から開催ま

での具体的事例が紹介された。

それを基本として、CDr寺別展の企画の在り方、②常設展

示の有効利用をめきでした教育普及事業の活性化、 ③展示に

おける地域性などの反映、佳洋芸員の展示に対する意欲と

努力などについて意見交換が行われた。

0選択研修

1 2 月 2 日(金)千葉県立中央博物館において「博物館

情報ネッ ト ワークシステム論」の現地研修、 1 2 月 3 日

(土) 川越市立博物館において「博物泊宮地樹士会論」の現地

研修を選択で実施した。

実際に目にしたものに対して説明をうけ、質疑するとい

う形態は博物館栓営を直接的、効果的に理解できる有効な

フ。ログラムで、あ った。

。研修記録(ミュージアム・ マネージメント)の発刊

現丘、今後の博物館の円滑な運営に資するため今回の研

修記録をとりまとめた「ミュージアム・マネージメント」

(仮称)を作成しており、全国科朝専物館協議会加盟館及び

科学系博物館関係機関に配布する予定である。

。まとめと今後の展望

今回は、はじめての研修ということで生涯学習時代にお

ける博物館の経営理念に重点がおかれた内容であった。今

後は栓営戦略など企業栓営的観点から資金の確保、税制の

効果的運用、人事管理、 リ ゾート法等関連法令の活用、集

客作戦など実践的側面に焦点をあてて内容の精選をはかり

たい。また、選択機会の拡大、芸術鑑賞の充実、標本製作

の実習等多彩かつ効果的な研修方法を検討し実施していき

たい。
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平成 6 年度事業計画総会で決定
平成6年 3 月 2 日(水)、名古屋市科学館において、平成

5 年度第 2 回総会が開催されました。 今回の出席館数は64

館、委任状提出自践女は 120館で、 6 年度の事業計画及び

収支予算が決定きれました。

これによって、平成 6年度の事業活動は、拡充や新規事

業の実施、さらに 5 年度に引き続き、石橋財団からの助成

金により「科学系博物館における新メテcィアの活用・開発

に関する調査研究」を行うなど、一層の充実を図ることに

なりました。 以下にその内容を御紹介します。

<加盟館園の状況>

平成 4 年度末

正会員 166 

購読会員 11 

維持会員 19 

196 

<平成 6 年度事業計画>

⑪里事会

平成 5 年 増減
2 月 28 日現在

205 39 

14 3 

28 9 

247 51 

年 2 回開催する。期日:第 1 回平成 6年 6 月中旬、

第 2 回平成 7年 1 月下旬。会場 :国立科学博物館

⑫畠 会

年 2 回開催する。期日 :第 1 回平成 6年 6 月中旬、

第 2 回平成 6年 3 月上旬。 会場 :第 1 回国立科学博

物館、第 2 回 仙台市。

③博物館職員現職研修(ミュージアム・マネージメント研修)

博秒J館栓営者としての力量を高めるために、博物館の

現状を幅広い観点から理解するとともに博物館の管理 ・

運営に関する専門的・ 実践的な知識 ・技術についての研

修を行う 。 期日:平成 6 年11月 -12月 (3 日間程度) 。

共催:国立科学博物館。

⑩毎外の科学系博物館視察側彦

アメリカの科学系博物館における展示技術、教育普及

活動等について視察研修を行う 。 5 年度に引き続き正会

員を対象に研修援助費を支給する。期日:平成 7 年 1 月 。

14 日間。
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喧澗究発表大会

博物館活動の充実に資するため、展示、教育普及活動、

研究活動等に関する成果について、発表及び研究協議を

行う 。 期日:平成 6 年 3 月(第 2 回総会時)予定。会場:

仙台市。

⑥巡回展等実施準備調査(新規)

会員館園の共同企画による巡回展等の実施に向けて、

その準備調査を行う 。委員: 6 名

⑦データフ。ックの作成・配布

「全科協 加盟館園活動テ、、ータフゃック J (仮称)を作成

し配布する。

⑨会員相互の協力事業

会員館園が実施する特別展、企画展、移動展、標本資

料の貸借等に関して、相互に協力して実施する。

⑨ 「全科協ニュース」の発行

年 6 回、 A4版12ページ。編集事務を担当する委員館

として、国立科学博物館のほか名古屋市科学館、神戸市

青少年科学館、 NHK放送博物館、福岡県青少年科学館、

愛媛県立博物館等が予定きれている。

⑩科学系博物館に対する入会案内及ぴ普及広報

新設の科学系博物館等に対して入会の勧誘を行うほか、

全科協の活動について、広〈広報を行う。

⑩ヰ学系博物館における新メディアの活用・開発明する調査研究(新規)

新メディアを展示に利用した先進施設や博物館等にお

ける新メディアの利用に関する実態調査と、科学系博物

館における新メディアの活用のためのソフト開発研究を

行う 。 石橋財団の助成金により特別会計として実施し、

このたび助成金額が決定した。

<平成 5 年度収支予算>(単位:千円)

[収入] 前期繰越金 762 
会員会費 3 , 712 
参加費 8 , 000 
雑収入 698 
寄付金等 3 , 500 
助成金(特別会計) 3 ,000 

収入合計 18 , 672 
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[支出] 理事会 ・ 総会費 480 
博物館職員現職研修費 2 , 000 
海外博物館視察研修費 8 , 000 
研究発表大会費 826 
巡回展等実施準備調査費 412 
データフ ';;ク作成費 413 
全科協ニュース発行費 1 , 779 
新メディアの活用 ・ 開発

に関する調査研究 3 ,000 
予備費 1 , 762 

支出合計 18 , 672 

その他

事業活動の一層の充実を図るため、財源の多元化につい

て、日常的に努力していく 。 新規』折原確保の見通しが立

っ た場合には，事業及びその実施の内容等を含めて、 事務

局か理事館と相談しながら進めていく 。

<会費規涯の改正>

品織基盤の確立と充実した事業活動の展開のため、会

費規濯を改正し、右記のとおり会費を設定する。

6 - 7 年度 8 年度~

正会員 15 ， 000円 20 ， 000円
都道府県 ・ 指定都市立

その他 7 ， 500円 10 ， 000円

購読会員 3 ， 000円 4 ， 000円

維持会員 50 ， 000円以上 50 ， 000円以上

以上、平成 6 年度の事業計画等が決定しました。 加盟館

園の皆糠の御理解と御協力をお願いしますとともに、事業

への多数の御参加をお待ち しています。(事務局)

国立科学博物館の特設掲示板について

このたび、、国立科学博物館では、本館地下「かはくカフ

ェ」前に掲示板を設置し、臨時、全科協加盟館の企画展等

のポスターを入館者の方に紹介することになりました。

現五、消防博物館、横浜こども科学館、姫路科学館、広

島市江波山気象館、阿蘇火山博物館ほか 1 6 館の館園から

御提供いただいたポスターを掲示しています。

各館園で企画展等のポスターを作成された場合には、下

記までお送りくださるよう、皆様の御協力をお願いします。

干 110東京都台東区上野公園 7-20 国立科制導物館

普及課普及事業係 担当: 多国 ・ 橘川

「日仏科学博物館・展示交流共同プログラムについて」

………ラ・ビレッ卜科学産業都市からのお知らせ……・・

特別展や企画展を開催している科学館の悩みは 「次は何

のテーマで進めるか」という内容もさることながら、時間

に追われゆっく りとテーマを追及で、きないことであろう 。

人、モ ノ、カネ、時間、情報が不足がちな科学系の博物館

にとっては、ちょっとした朗報があるので、この場をお借

りしてご紹介したい。

世界でも最大規摸を誇るパリ の「ラ ・ ビレ ッ ト科学産業

都市」では、毎年、数聞の特別展が開催きれ、常設展示を

訪れる来館者を含めると 540万人か特別展を見学している。

この特別展示は終了後、;砂十に巡回きれており、日本では

1991年夏、東京新宿の新都庁舎で、「水」をテーマにしたラ・

ビレ ッ ト の特別展示が公開されたこともある。

今回、「日仏博物館・展示交流プロ ク、、ラム」と題し、何テ

ーマかの展示品をセ ッ トで貸与する計画を進めてきた。 以

下、このプログラムについて概要を述べたい。
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-展示テーマと点数

展示のセットは矧矧に、 小規成中期莫、大j尉莫と分

類され、それぞれ200平方メー トル、 200-300平方メートル、

400平方メー ト ル以上と必要スペースが異なる。

小規摸展示としては、「数学の世界J Iコンビュータ ・スピ

リ ッ ト J Iノ〈イオポッフ\生物の応用工学J Iブノトプラネッ

ト、 青い地球」などのテーマがあり、中規庁莫展示としては

「イ メージ ・見ることは知ること J I水」、大j尉莫展示は「金 ・

魅せられし金の世界J Iワインとぶどうの木」がある。 小規

模展示の場合、点数にして30ないし 40点、パネルもほぼ同

数、 参加型の展示がほとんどである。

これらの特別展示は、主催館が独自の展示を付け加える

ことによ って、さらに大きなイベン トの基礎となる。 特別

展示にセミナーや映画フ。ログラムを加えたり、教育的なデ

ィスプレーを施したり、来場者の受け入れ方に工夫を凝ら

すことによってさらに豊かなものになる。
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日本での開催にはフランス側で翻訳等準備するため心配

ない。 展示のテーマによ っては展示用のテキストと実際に

必要な運営のマニュアルなどを用意している。

-開催までのステップ

開催を希望きれる科学館は、ファクシミ リ や電話で、あ

るいは文書で何回か打ち合わせした後、開催希望の期間を

仮予約する。 展示会が開催される こ とに決まれば、 展示貸

出の契約書を締結することになるカミ契約書はフランス語

または英語(日本語訳付)による。 しかし、 日本の博物館側

の事情によ っては、 砂トとの契約が難しい館もあるかも知

れない。 その際は、 日本側の窓口である日 ;料学技術振興

財団・ 科学技1iI守館にご相談いただきたい。 契約後は、展示

予定期聞から逆算し、展示物発送の 日程、設営日程、撤去

予定日、返却期日等のスケジュールにそって進める。運搬

はフランスから航空便で通関手続きを含めおよそ 1週間。設

営は 1テーマおよそ 4-5 日、撤去2 日間である。

中規j莫の特別展示は準備と下見 (2人)の担当者をフラン

スから現地に送る必要がある。 ただしこの場合、科学産業

都市ではそのうち 1人分の費用を負担する。小規摸展示の場

合は1名分の派遣に伴う費用をご負担いただく 。

-貸出来十金について

貸出料金は、それぞれカタログに詳細に記しているが、

小規j莫展示の場合、 lテーマ1か月 60 ， 000フラン(約108万円)、

2か月 目は 30 ， 000フランである。 また展示物は、常設用に購

入することも可能。 展示期間によっては購入した方か格安

になる土易合もあるからである 。 ただし、運搬費については

正確に賠責りしなければならない。

感動環境
創造会社で混
同NOMURA

-8 

-日仏共同で開催する場合の費用負担

中規J莫以上の展示を日本側で負担する費用は次のとおり

である。原則として、 小規オ莫展示も同様である。

-展示借用料、技初ìÏ者2名派遣のうち、 1名分の航空運賃(往

復エコノミークラス)、宿泊費用、 保険料、展示物運搬費

日本で開催するに当たっ て、 フランス側でも費用を負担

する。つまり、これは、 日本で開催きれる特別展示会はフ

ランス側の負担によ って、通常予算の半分で展示会が開催

きれるということを意味する。(，日仏共同フ。ロク、、ラム」の

名はその辺のところから名付けられた)。

フランス側で負担する費用は次のとお り 。

- 展示解説パネル翻訳料、マニュアル翻訳料、 技術諸派遣

の1名分の航空運賃、展示解説のレクチャーおよびトレーニ

ングの人件費、 契約書日仏語翻訳料

.仮予約について

1994年ないし 1995年に共同プログラムを希望される館は

早めにご一報いただきたい。その理由は、 世界各国からも

問い合わせがあり、「科学産業都市」で、は早めにスケジュー

ルの調整を行ないたいと考えているからである。 8月までに

仮予約をされた館は貸出料の10%割りヲ | くことにしている。

.問い合わせ先 資料・カタログ請求

ラ ・ ビレ ッ ト科学産業都市

国際開発局 ・国際部水嶋英治

電話パリ (1)40.05.81.98 FJ¥)( (1)40.05.82.37 

または日持特技術振興財団 ・ サイエンスメディア開発部

鈴木直樹、谷本嗣英

電話 03-3212-2670 FJ¥)( 3212-2230 

�.v K�8� l:ø.,,1'8. 
ム 1 問問問問
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一一新規加盟館の紹介一一

真珠博物館
干517 三重県鳥羽市鳥羽 1 -7 -1 TEL 0599-25-2028 附御木本真珠島

Vol. 24, No. 2 

真珠博物館は、養殖真珠誕生の地である鳥羽市の御木本

真珠島に、昭和60年 9 月開館しました。

開館時間 8 : 30-5 : 00 (冬季 8 ・ 45- 4 : 30) 

入場料大人1200円 ・小人600円

四つの展示室からなる館内は、 『人と真珠ーーその関わり

を考えんをテーマに、人文 ・ 科学 ・ 産業の各分野から、

真珠の魅力を紹介するものです。

1 階は「真珠のできるしくみJ 1真珠の生産と漏昆」のコ

ーナーで、アコヤ員を中心に、その生態や真珠のできる原

理を理解した上で、真珠養殖のプロセスへと進みます。

映像 ・ 模型を配し、要所で実演を交えた楽しい空間を提供

しています。

二階は「天然真珠の時代J '.養殖真珠の時代」に分け、 天

然真珠を用いたアンティーク ジュエ リー、御木本の期Fij工

芸品などがご覧いただけます。

また、関連の図書コーナー・質問カウンターを設け、来

館者に利用していただくよう努めています。

感じる科学

一一核入れ手術風景一一

文化施設・商業施設・ディスプレイ企画・設計・施工

1:.1:..". 株式会社ココロ
〒205 東京都羽村市神明台4丁目 9番|号

TEL0425(30)3911附・ 3939(営業)
FAX0425(30) 3900 ・ 3927(営業)

-9-
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時の資料館

FAX. 0742-22-5716 

\ 々F
欄醐瞬脚離部損rr'"~

主 ::: :m r' 1 '
輔樹園輔副"配

一一日時計から暦まで「時」の歴史の展示一一

干630 奈良市西新屋町28 TEL. 0742-26-5187 

「時」と人聞との関わりの歴史を展示する珍しい資料館。

人聞が定住し農作業を始めた時、 最初に必要としたこと iはま

季節を知ることでで、あつたろう九。一本の棒の影の変イ化七からそ

れに気イ付寸れしい、たのカ

器と言われる所以でで、ある 。 その日時計から天体観測機器、

水時計、砂時計、香時計、機械時計、暦と実物や文献を展

示している。

1988年 4 月奈良シルク博の折、通称・奈良町の活性化を

模索する市に協賛し、館長のイギ リ ス留学の経験から、ミ

ニ資料館構想、を提起して開館した。 新聞、雑誌に広〈紹介

され、遠方からの来館者が多い。

開館時間 10時- 16時、月 ・ 木及び年末 ・ 年始休館

入館料 小学生以上 100円。展示品の絵ハカ、キ付。

近鉄奈良駅 ]R奈良駅よりそれぞれ徒歩15-20分

常設展示 200-300点、収蔵資料約4000点

和時計学会を主体と した研究態勢を持っている。

世界最大の恐竜博開催記念特別企画

「恐竜発掘体験J ・ DINO TOUR は、

恐竜に関する多くの著書と研究で知ら

れる小畠郁生博士を同行講師に迎へ、

恐竜博物館として世界的に知られて

いるロイヤルティレル古生物博物館見

学、さらにDinosaurs Provintial Park 

(恐竜の谷)を訪れ、日本では体験で

きない恐竜化石発掘を体験していた

だくスペシャル・ツアーです。

企画 世界最大の恐竜博実行委員会

後援 朝日新聞社、カナダ・7)レバータ州

協賛 日本航空

協力 ロイヤルテイレJレ古生物博物館、

ドラムへラー市、エアカナダ

「恐竜発掘体験J.OINO TOUR 
OINO&カナテ￥アンロッキーの旅7日間
旅行代金(おひとり様) 旅行期間

288，000円 Aコース/1994年6月 27 日 (月ト7月間(日) ・ 7 日間
Bコース/1994年6月 28 日 (j(ト7月 4 日 (月) ・ 7 日間

.食事/朝 5 回、 昼 4 回、タ 3 回付 -利用予定航空封土/日本航空
(食事条件に機内食は含みません) (エコ ノ ミーク ラス利用)

-添乗員/全行程同行します -利用予定ホテル/ ドラムへラー :
-募集人員/各コース共80名 ドラムへラー・イ ン又は同等クラ

.最少催行人員/40名 ス、 カルガ リー :シャ卜ー・エア

-申込締切日/1994年 5 月 20 日幽 ポー 卜 文は同等ク ラ ス

日程

@東京(成田発)ゆバンクーパー+カルガリ一両 ドラムへラー(泊)8圃

恐竜の谷にて恐竜発掘体験(泊)8圃ロイヤルティレル古生物博物館
見学、 テ ィ レル↑専物館専属研究員によるrOINO特別セミナー」アル.J \'.ー

ター・ビーフのJ 'Íーベキューによる rOINO Fri endshi pパーティーJ (泊)

@咽カルガリ ー動物園恐竜コーナー見学(;白)0圃カナテoィ アンロ ッ キ

一、コロ ンビア大去何束、 レイ クルイースー(泊)0今パンクーパー+ (機

内泊)8ゆ東京(成田着)

詳しい旅行条件はパンフレットをご請求ください。

ft03・3252-6861
お問い合わせ先

運輸大臣登録一般旅行業第20号 (社)日本旅行業協会会員

叫;輝闘車.~_.民ト
神田海外旅行支店

干101 東京都千代田区内神田2-16-1 1 内神田渋谷ビJレ4F

一般旅行業取扱責任者 平山幸男

t.ê.当 : DIN07'ロジェク卜 :内藤、笠原
.営業時間/9:30~1 7:30(月~金) 9:30~13:00(土)

044094032808 
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科学リテラシー教育の会議

英国科学博物館で1994年11月 7 -9 日に開催予定の「市

民の科学理解のための国際会議」について紹介します。

これは、 北アメ リ カ、ヨーロッパ、アジアの関係者によ

り実施されている「市民の科学理解に関する国際専門家会

議」というプロジェクトの一環で、 1992年秋には東京の科

学技羽ìJ館で「科学技術の理解と普及および教育に関する国

際シンポジウム」が、また 1993年にはシカゴで同様のシン

ポジウムが開催されました。 今回のテーマは「科学 リ テラ

シーのための教育」で、 1 日 めには科学 リ テラシーの目標、

2 日めには朝交以外の教育機関の役割、そして 3 日めには

博物館教育の潮流がとりあげられます。

わたしはプロジェク ト のメンバーで、はなく、東京でのシ

ンポジウムに出席して初めて干ヰ学リテラシーを知りました。

「 リ テラシー(literacY)J とは識字、読み書きの能力のこと 。

科学リテラシー (scientific literacy) の内容について見解

は定まっていませんが、おおむね「一般市民に必4賓の、科

学や技術に関する知識や能力」を意味し、この視点から博

物館での教育を考えることは意義深いι思います。

会議の定員は170名と限られているので早めの申し込みを

勧めています。参加費は 150英ポンド、宿泊は各自で準備の

こと 。 口頭発表(討論時間を含めて30分以内、審査あり)

も受け付け中。 問い合わせ、申し込み用紙の請求は、

Ms. Suzanne Boothby, Education for Scientific Literacy 

Conference, Education Unit, Science Museum, Exhibition 

Road, London SW7 2DD, United Kingdom. 

電話(+44) 71 938 8 1 3 1，ファクス(+44) 71 938 8250まで。

昨年秋、同じ英国科朝専物館で開催された博秒J館の展示研

究の会議に出席する機会があ り ました。話題の中心は展示評

価法(evaluation)で、したが、日本の博物館学ではこれまでほ

とんど取り上げられてないことばかりで、独自の情報収集の

必要性を強〈感じました。一方その会議の中亡日本の自然系

博物館がどんな活動をしているのか外国からはほとんど見

えないと言われました。今回のような会議に日本から出席す

ることは、そんな点でも意味のあることと思います。手元の

資料はお見せできますので、お問い合わせくだきし、(電話 043

265-3111 ) 。 林浩二(千襲県立中央博物館)

著作権実務講習会
一一博物館のコピーサービスのために一一

博物館利用者からコピーサービスの依頼を受けたことが

ありますか? 図書館等が自ら所蔵している文献資料(著

作物)の複写は、いくつかの条件(著作稚法第31条)を満

たせば可能です。 条件の一つに、館に「司書又はこれに相

当する職員」が置かれていることという項目があります(同

法施行令第 1 条の 3) 。

司書資格を新たに取得するためには長期の研修を受講し

なければなりませんが、同法施行規則第 1 条の 2 では、「司

書に相当する職員」となる資格を与えるための要件として

の講習会を規定しています。 それが「図書館等職員著作権

実務講習会」という 制度で、文イf1Tが毎年実施しています。

通例、 夏休み期間中に 3 日聞の日程で、東日本と西日本の

2 か所で開催きれ、著作オ信法の解説とともに、図書館等の

現場における実際上の対応について説明、最終日 には筆記

試験と、後日提出のレポートもあります。 公立博物館であ

っても、職員の中に司書有資格者あるいはこの実務講習会

修了者がいなければ、コピーサービスはできません。

平成 6 年度の講習会の実施については 5 月上旬の官報で

告示されます。 また、文イf1Tでは毎年、これとは別に広く

寸主に対して著桝雀の普及を目的とした講習会「著イ構セ

ミナー」を全国 7 地区で開催しています。

様々な著作物をとりあつかったり、自ら著作物を作成し

たりと 、 博物館職員にと って著千何雀に習熟しておくことは

不可欠で、しょう 。 一方、著桝雀法も随時改正きれてお り、

常に情報収集に努める必要があると思います。

著桝:長針金については、文イf1T著イ特在課(電話 03-3581

- 1276) で問い合わせに対応しています。

林浩二(千葉県立中央博物館)

全科協ニュースVol . 24. No 1 の記事の訂正について

前号の新規点目盟館紹介の中で「太地町立くじらの博物館」

の料金表の数字に誤りがありましたので、訂正します。

団体割引 30人- 99人 1 割引

100人-299人主等腸ヰ二→ 1 割 5分引

300人~ ヰ害特:þ→ 2 割引

1
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「科学系博物館のネットワーク化に関する調査研究」

全科協では、平成 5年度、石橋財団助成金及び文部省の

民間社会教育活動振興費補助金を得て、「科学系博物館のネ

ットワーク化に関する調査研究J (委員会座長斎藤温湖日

斎藤執胃、会専務理事)を実施しました。

調査研究委員会では、昨秋実施した 「資料整理及びデー

タベースの作成と利用に関する調盛}企画展の企画・実践・

成果等に関する調査」の分析と研究の成果を、全科協共有

の情報として活用を図るため、 「資料情報のネットワーク化

に関する調査研究報告書」及び「企画展 ・ 共同企画展実施

事例集」にとりまとめ、このたび各加盟館園に配布したと

ころです。 内容としては、各館園の所有するデータベース、

目録等の所在情報やコンビュータの館内の接続状況の具体

例、企画展・共同企画展の実施状況、平成 6年度以降の実

施計画、貸出し可能な展示資料等をまとめています。 今後

の全科協の資料情報及び事業のネ ッ トワークの形成のため

の基礎資料として、また具体的な情報交流・相互支援のた

めの資料として、御活用いただければ幸いです。

なお、この事業は単年度事業ということで一応終了しま

すが、全科協では、今後もネットワークの形成について継

一一一恐竜マク

1 1//-ー惨 1 1 ノヅ

い烈-r 1 ""然守
1 J(量司 1 L λ抽陶噌 J 

*ミュージアム・

ショップグッス‘

の企画・製作・

販亮(マグカ ッ

プ、T シャツ etc.)

*特設売店の代行
あたたかい飲みものを入れると

骨格図にかわります !!

株式会社アンティー

TEL 03-3467-6555 

FAX 03-3467-6568 
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美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本・レプリカ
加工/販売/ リース

語東洋近代美術研究所
製作所干272 千葉県市川市本北方2-18-1 直通ft0473-37-5678

宮0473-37-5883
FAX0473-38-1978 

本社 干272 千葉県市川市国分子3-25 ft0473-74-1564 

続的に調査研究を行い、科学系博物館園の連携強化を図る

ため努力していくこととしています。 引続き、加盟館園の

皆様の御協力をお願いします。

全科協加盟館園の状況(平成 6 年 1 、 2 月分)

入会

<正会 員> 所沢航空発祥記念館(埼玉県所沢市)

<維持会員> 株式会社鬼工房

日本アイ・ビー・エム株式会社

平成 6年 2 月 28 日現在の加盟数

正会員205館，購読会員 14館，維持会員28館

事務局からのお知らせ

「全科協ニュース」を樹蒙の情報交換の場として御活用

ください。 展示更新に伴う資料や情報の提供， 標本等の借

用希望， 事業案内，御提案，御意見など，皆様の原稿をお

f寺ちしています。

また，従来 1 月号に組んで、いた広告特集をとりやめ，今

後はお申し出を受けて随時掲載していくこととしました。

博物館 ・ 科学館等の展示， 教育普及活動等に関係ある企業

で広告掲載の御希望がありましたら，事務局までお問い合

わせください。

編集後記

今回は、国立科学博物館が編集を担当しました。

平成 5 年度は、全科協が新たな出発を期した年でした。事

務局スタ ッ フが不慣れで、、新しい事業活動の進め方ひとつひ

とつに思い悩み、失敗も多々ありました。 ひとえに加盟館園

の皆様方、特に理事館、調査研究委員会委員の方々等の御協

力と御支援に支えられた 1 年であっ たと思います。 平成 6

年度は、全科協の連携強化と活発な事業展開を目指して、事

務局一向、 地道な努力を続けて参り たいと思いますので、 加

盟館園の皆様の御協力をお願い申し上げます。

堅油田
ID[~圃

矧心者向けカラー昼時ι • 

... 珍二了モ哩受主主§

.九空i;:?;!?17
fRtゃe翠mとして見やすく考案されています0

.貴館のオリジナルグ y ズと して、館名や口コマーク等がスリ込めます。

.実用新案として、 太陽高度早見窓を設けました。 (実新公開No 平5-90529 )

.カラフルでと て も親しみやすくしました。

.季節の大曲線等の見つけ方を指示しました。

(有) ティ・工ム・ク、ラフィ ッ ク
東京都江東区亀戸6・1 ・ 15コロ ネ ド日馬601 匝彊彊留軍国
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